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(p=0. 006; Fisher’s PLSD test)。また、併用群のEP施行側と非施行側を比較すると、21日目の足底厚の増
加率に有意な差 (p=0.0117; Wilcoxon’s signed rank test) が見られた。X線評価においても、MTX・EP併用






















Fisher’s PLSD test)。また、併用群の EP 施行側と非施行側を比較すると、21 日目の足底厚の増加率に有意
な差 (p=0.0117; Wilcoxon’s signed rank test) が見られた。X線評価においても、MTX・EP併用群の関節破
壊が有意に軽減された(p=0.0478; Wilcoxon’s signed ra k test) 。組織学的にも関節破壊の抑制が確認され
た。 
MTXとEP法を併用することにより、局所において滑膜へのMTXの取り込みが上昇し、MTXの抗炎症効果・関
節破壊抑制効果が増強された。 
以上の研究は、新しい関節リウマチ治療の開発研究であり、臨床応用が期待される。よって本研究は博士（医
学）の学位を授与されるに値すると認められた。 
 
